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鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。 鹿児島県立図書館

ホットの１

期 間：１月２８日（水）～３月５日（木）
場 所：県立図書館正面玄関ロビー

内 容： これまで鹿児島県で開催されたスポーツイベントを，貴重な資料や図書館の蔵書

で振り返るとともに，現在，県内に拠点を置いているプロスポーツチームの情報，

国内外で活躍する県出身アスリートなどを紹介しています。

また，2020年（平成32年）に鹿児島県で開催される第75回国民体育大会について

も紹介しています。

○昭和47年に鹿児島県で開催された太陽国体

（第27回国民体育大会)に関する資料（ビデ

オも放映しています。）

○ 「鹿児島ユナイテッドＦＣ」「ジュブリー

レ鹿児島」「レノヴァ鹿児島」のユニホー

ム など

○サイン色紙，サインボール など 【選手のサインや関連する新聞記事】

※ １階閲覧室ミニ展示コーナーや児童文化室では，スポーツに関する図書を展示して

いますので,こちらもぜひ御覧ください。

ホットの２

「本の返却に県立図書館まで行けなくなった。」という方も多いのではないでしょうか。そんな

方におすすめなのが，「居住地返却」です。

居住地返却とは，県立図書館で借りた本を県立図書館まで来ることなく，お住まいの市町村立

図書館（室）に返却できるシステムのことです。その際は，市町村立図書館（室）のカウンター

で「県立図書館で借りた本です。」と必ず伝え，書類を記入して返却してください。

※ 鹿児島市にお住まいの方は居住地返却はできませんので，直接県立図書館にお持ちいただ

くか，ブックポストを御利用ください。

《一般書》２月１３日（金） 《児童書》２月２２日（日）

○『民話と伝承の絶景36』石橋睦美/著 山と渓谷社

○『アマゾンがこわれる』藤原幸一/写真･文 ポプラ社

○『365日の献立おかず』浜内千波/著 日本文芸社

○『街を変える小さな店』堀部篤史/著 京阪神エルマ

ガジン社

○『グリム童話の旅』小林将輝/著 小澤昔ばなし研究所

○『あなぐまアパート』 あんびるやすこ/作･絵 鈴木出版

○『そうだ，おてがみかこう』なりゆきわかこ/作 いりやまさ

とし/絵 ポプラ社

○『かぐやのかご』塩野米松/作 はまのゆか/絵 佼成出版社

○『ハルと魔法の湖』さいとうひとり/著 サンマーク出版

○『10代の憲法な毎日』 伊藤真/著 岩波書店
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● 児童文化室ミニ展示

２月２２日(日)～３月２１日(土)

「もうすぐ春ですよ！」

ひなまつり，春の草花，卒園

卒業や入園入学，出会いや別れ

など，春にぴったりの本を紹介

します。

● 一般閲覧室ミニ展示

３月４日(水)～３月31日(火)

「自然を楽しむ本」

山，海，川などの自然，花の

名 名前，育て方，土づくりなど自

然を楽しむ本を紹介します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント* ○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

ヒトデがしょうかいして ※ 児童文化室は19時まで

くれたよ 日曜日・祝日（斜字体）: ９時～17時

は，休館日。

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

★ は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。

◆ は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。

は，一般閲覧室新着図書の日（２月27日,３月13日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（２月22日）。

えほん『にじいろのさかな』ﾏｰｶｽ･ﾌｨｽﾀｰ/作
谷川俊太郎/訳 からのクイズです。

にじいろのさかなは，せかいでいちばんきれいな

のに，いつもひとりぼっちでさみしいおもいをして

いました。「にじいろのうろこをみんなにあげたら

いいよ」とおしえてもらったので，みんなとなかよ

しになりました。おしえてくれたのは，だれだった

でしょうか。

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，3 月13 日（金）までに入れてください。正解
はこ い せいかい

者のなかから 抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「もち」でした。たくさんのご応募ありがと
ぜんかい こた おう ぼ

うございました。

皆さんは，県立図書館で使われている情報システム

について御存じでしょうか。

情報システムとは，本の貸出・返却などを行うため

にカウンターに設置されているパソコン，蔵書検索を

行う利用者端末（ＯＰＡＣ），また，図書館の日常業

務を効率的に行うために開発されたソフトウェアのこ

とです。

本の受入業務や特別整理期間中の蔵書点検もこの情

報システムで行っており，県立図書館の様々な資料に

関する膨大なデータを蓄積し，管理する機能がありま

す。

情報システムが導入される前は本の受入や管理など

を手書きによる目録カードで行っていました。

平成６年に当館のシステムが稼働して２０年余り。

利用者の皆様へのサービス向上のみならず，我々図書

館職員にとっても必要不可欠なものになっています。

今回紹介をしていただいた宝本は，ふるたたるひ作・たばたせいいち〔画〕 の
『おしいれのぼうけん』 （童心社） です。

「さくらほいくえんには，こわいものがふたつあります。」とはじまるお話。

小さいころから繰り返し読んできた絵本です。家のおしいれは，暗くて狭くて

怖いのに，どこか落ち着く場所で，ねずみばあさんやデコイチが出てこないか

とワクワクしたものでした。


